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ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基準に関する調査審議につい

て（案）

平成11年4月21日
半宙開発委員会決定

●

1．調査審議の趣旨

（1）安全評価部会においては、宇宙開発事業平等による、射場周辺における警

　戒区域設定の基礎となるロケット推進薬の爆発威力に関する実験・解析等研

　究について、平成4年から調査審議を進め、これまでに、そのTNT爆薬換

　算率（以下「換算率」という。）の見直し等について、所要の成果が得られ

　ている。

（2）また、本年度にはH一皿Aロケット試験機（標準型）による先端型データ

　中継技術衛星（A巨TEMlS）の打上げ等が予走されており、さらに来年

　度以降には、受託打上げによる年間打上げ回数の増力氏液体ロケットブース

　タの追加装備による静止3トン以上の打上げ能力の向上も期待されていると

　ころであり、これらの安全性について最新の換算率等に基づき評価していく

　ことが適当である。

（3）これらを踏まえ、「ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価の

　ための基本指針」　（平成6年6月策定。以下「指針」という。）について、

　最新の換算率等に基づく警戒区域算出式等を盛り込むなど一層の明確化を図

　ることにより、想定される今後の打上げに係る安全評価に適用できる具体的

　な基準とし、調査審議の一層の効率化、透明性の確保を図ることが必要であ

　る。
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（4）このため、指針及びこれまでの同部会における換算率等に関する調査審議

　結果等を踏まえて「ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基

　準」について検討し、策定するものとする。

2．調査審議事項

　　ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基準の検討・策定

3．訥査審議は、安全評価部会において行うこととし、これまでの調査審議状況

等を踏まえ、できるだけ早期に終えることとする。
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